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直流電動機のエレクトロニクス制御
Electronic Controlfor DC Motors
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口 緒 書

直流`荘重わ機の柁術は,地味ではあるが石実な進歩改良の努

力が続けられている一
一方,エレクトロニクス技術の応用が制

御システムの質的向上と小形化に大きな役割を果たしており,

さらに性能,機能の而で高い信頼性,保全性を追求した製品

が次々と開発され‾製品化されている｡

パワⅥエレクトロニクス技術,特にサイリスタ素子を川い

た直流屯動機の駆動方式として,現在サイリスタレオナード

方Jしがノム範囲に使用されている｡二れは作能(遠心作,烏粍

比など)機能(ト1J滑な加1i域速,高速止逆転およぴ【｢】1年淵J動な

どが可能)の何で殻も岳J空な技術的+要求を満足するためであ

るし〕このことはレオナード方式が持つフレキシビリティにも

よるが,IC(■半ギ主体集枯lり_柑各)に代表される良閂で信相性

の高いエレクトロニクス制御素子を用いることにより,制御

阿路の時ローり遅れが無視でき,解析結果がそグ)まま具現できる

こともあずかって力があるものである｡

また,エレクトロニクス化により,装置の経済竹三,高イ言相

性,設備様(か)動の早期化､保全性などに関しても著しし､進

歩を示している｡その実例としてサイリスタレオナード利子卸装

置の標準化製品である,"HILECTOL''析シリー--ズとアサイ

クロール1000の概要を紹介する｡HILECTOLは,卜とLて

lけ追越転や加i成通三拝性,flイ苛変動などの逆転条什にiチ引空な1安

求をされる圧延機補機,その他(＼ピーデュ∽ティの産業用l‾白二

流う‾E動機の制御に適Lている｡一方｢アサイクロール+は,一

方向担J転のプレス,押出機など汎用的な直流1盲動機の制御に

適Lている｡

臣I 最近の動向

直流電動械を可変速制御する方式としては,サイリスタ素

イ･を用いた静止レオナ【ド方式が穀も一1氾的であり,二二で

はサイリスタレオナード装置の最近の動｢f小二ついて述べる｡

サイリスタレオナード‾万上(の特上主は,泣こ範囲な可変速制御

ができ,かつ可逆運転および減速時の[ril生制動が苓易に行な

えるということであり,現在主として鉄鋼業分野に多く博聞

されている｡最近,彗望品の品質および歩どまり向上に対する

企業内外の要請が高まるとともに機1戒の性能も向上L,製紙,

ゴム,7Dラスチック,自動車などの一般産業の分野にも積極

的に適肝されている｡

二最近の企業環境では自動化,省力化および高性能化が指向

平輪 憲道* Ⅳ-汀Jm/｡ム/仇r`川-｡

神山 健三* 〟f),～ヱわ〟αmノ附m"

′ト山 紘* 仇川.ヾ/～J〝｡〟｡m"

真壁 幸男* y!′ん〆｡〃｡ん｡ム`･

加賀谷 了* 5｡′r,r～′〟`岬〃封｡

され,サイリスタレオナード装荷の有する機能,件能のほか

に､
一触に杵柄件,高い仁子軒i性･保全竹三などが安一言ilテされてい

る｡･方,技術的には近年急速に発達Lたサイリ スタ素十を

射めとしたパワ【エレクトロニクス,ICお_よぴL SI(前官

性実装斗や†本架横江り路)など♂‾)いわゆるエレクトロニクスお

よび制御技術により､これ⊥▲′,の要ふ吉事項に関しても姑近著し

い進歩,改繋がなされている〔)すなわち,装置の経i･刑1三にF与をJ

しては,主L!-川各では上■t川各偶成が簡-F‡竜一でかつ安価な逆並列接続

無術環ノi一江流方式が多く採用されており,またJt之近ではその利

ノ.午を一最大l社主に利用Lた自動パルス移十‖器(APPS)1デーで川貞

道変換トー1路を駆動するいわゆるパルス一切･枚方∫(がより･枇的

になっている｡この均でナ,運転こ方向を切り換えるために必焚

な切根k_fl路は,制御要素,器具のエレクトロニクス化により

撫接ノ∴i二化されてイ‾L摘享′性が｢丁り_卜し,また,切換イ言号のみ,ある

いはそれと高感度`芯流断続検汁仙1上略を仲川することにより川

路の簡単化と′左仝かつ迅速な切I=負えが行なえるようになっ

た｡さJ)に,切旅え時のデッドタイムおよび軽負荷時の柑一件

劣化は,切換l=柑各の簡単化および制御技術クー進歩によりほと

んど無視できるようになったL_上

イ.言細ノ性および保守性に｢与を=ノては,スクリ--ニングとデバ･ソ

キングによるJ■;l;l汀】グ)ポ1閂仰山[なJ〕ぴに_-===略,r別御‥りf略の簡

単化およぴ;別御1_り柑各の【､1り臼ICバッケ【ジ化によりイか什耶.‡了∫

を大船=ニイ氏i成Lて､装置のMTBF いドJ勺i牧ド糾…り肘〕の向_r二

がl■ズⅠられているし さごっに,‾ノブーー_′f二じた二事故に対しては杷そ畔化
と ビルディ ン ブ･ブロlソク化されたパッケージあるいはユニ

‥ノトを迅速に交′牧L,かつ再セット時に必要な.調整個所を少
なくすることにより,MDT いド巧J放肺咋‖り)の乍朋縞が阿↓'⊃

れている｡また,侃.穫‾ノわ(に【災jしては,迎う盲i充に対Iノ ー対
一

の傑.言車台協.鋼をとることを恭本とL,さらにJ一丁】遥によリサイリ

スタニ変換【口川各らt用ク)うーE十式促成装置を適用することにより,

過電i充からて如給電流プ或までをJを仝かつ瞬時に保‾.挺することが

できる｡電淡異`訂が牛.じたとき,制御遅れ角を-最人にして異

√～;‡'電流を急速断続状態にしてからゲ【トパルスをプロ.､ソクす

るいわし′わるシフトアンドブロック方1〔も必二要に応じ採用され

ている｡次に,克之近のサイリスタレオナード方式に通用され

ている特徴のある技術の-･例として装置の経済件および性能

向上に対し,有効な1ET允レ"ト制御系およびサイリスタ変挽

回路の過電流保誰用屯十式保穫装置について述べる｡
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臣】 特徴のある技術

3.t 電流レート制御系を持った速度制御系

サイリスタレオナード方⊥(では,一般に士ルニプとして速

度制御(ASR)あるいは′正圧制御(AVR)系が,またマイ

ナループとして電流制御(ACR)系が採用きれている｡ACR

系は軽負荷時電i允が断続する領域になるとその特件が劣化L

て,上ループ制御系に烏じ響を与えるため,その対策として従

来ACR系の内側に高速のマイナルーープAVR系を付加して

牛引生改善を図っていたが,これに用いる電圧検出器は瞬時F仁

答形でかつノ安全卜主レ1柑各から絶縁することが要論されている

ため,大形となり経i角性の見地から難三点があった()

このたび軽負荷時のACR系の年別生改善に対してマイナ′レ

ープAVR系と同じ効果を有しかつ以下に述べる特長を訂す

る電流レ】ト制御(ACRR)系を実ロー化した｡図1は,マイ

ナループとLてACRRとACR系とを持った主ル【プASR系

の--･例を示すものである｡図2は図1のA S R系においてLと+

先制動をしながら減速(インバータ)運転rPi耳加速(コンバ

ータ)運転に切り換えたときの電流の応答波形である｡図2

よ りわかるようにACRRを持ったACR系は次のような持氏

を持っている｡

(1)ACRR系によるACR系の電流断続J或の柑性劣化に対す

る改善効果は,高速マイナループのAVR系を付加した場介

と同一-一一である｡

(2)ACRR系は,マイナループAVR系のように電圧検出器

を必要とせず,電i充検州器から得られる電流検fl川言号を任用

することができる｡

(3)ACR系の方じ答は,電流指令の大小には関係なく′i=E流レ

ート(d～/dg)が一定となる｡

3.2 ソlノッドステートの電子式保護装置

サイリスタ変換回路の保讃としては,過電圧および過電流

に対する保.穫が必要であるが,ここでは過電i充保.穫用とLて

開発Lた芯子式保戚装置につし､て述べる｡

過`正流に対しては反限咋動作通常過電i充,瞬時動作非′打殺

大過電流および加給`■豆流に対する保護が必要である｡また,

特殊な用途に対しては,電源欠利1および逆和に対する保減も

必要となる｡ニこで如終了に流は,一泣終的にはヒューーズで保.推

することができ,また逆和は,試運転暗に確認できるので,

PG
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CT ==変流器

図l電流レート制御系を持った速度制御系 マイナループとLて,ACRR系とACR系とを待った

ASR系の一例を示す｡

Fig･l Speed Regulato｢with C=rrent Rate Co=trOli=】ts Minor Loop

速度指令

ACR指令

正側電流
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ACRR指令
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図2 ACRRを持ったACR系の応答波形 回生制動をしながら減速運転中,再加速運転に切り換えた

ときの電流の応答三皮形を示す｡

Fig･2 The WaveFo｢m of Curre=t Reg=lator with Curre=t Rate Reg山ator
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図3 電子式保護装置の全体構成 電子式保護装置は,ほ5%程度の反

限時動作過電流,200%程度の瞬時動作非常最大通電)充および電フ充欠相の三つの

機能を有する｡

Fig･3 St｢uctu｢e of E】ectronic Protectjon Relay

それらについて一般に考旛する必要はない｡したがって,反

限時動作過電i充,瞬時動作非常最大過電流および電子原欠柑の

二つの保護が要求される｡

ところで,従来の保護装置は電磁または熱動作式のものが

多く,一般に一つの機能しか持っていない｡三つの機能を満

たすためには一一つの機能を持った保滋装置を併用するため高

価で,かつスペースが大となり,また動作精J空もー一般に悪い｡

図3は電十式保.獲装置の蝶理をホすブロック図である｡反

附堵過電流検出回路は,積分部,比較部およぴHl力郎,瞬時

過iE流検出回路は比較部および出力部,また電源欠柏検出回

路は相1電i充検出部,フィルタ部,比較部および出力部から成

る｡図4ほサイリスタレオナード装置に電子式保護装置を'通

用Lた場f㌢の守備範網を示したもので,これにより電i充異常

時ヒューズを溶断することなしに過電流から短絡電‡充域まで

安全かつ迅速に保讃することができる｡

巴 "HlJECTOL”新シリーズ州2)

"HILECTOL'◆とは∴HITACHILEONARD CONTRO-

LLE打'の略称で,開発,標準化されたサイリスタレオナー

ド装置である｡

本シリーズも,開発されてから約3年を経過したが,ニの

問の各ユーザーの要望を取り入れて,このたび新シリーズの

開発を行なった｡

その特長とするところは,

(1)IC化による据付面積の大幅な減少

(2)専用パッケージによる保守性の向_卜

(3)標準化に伴う信束副生の向上

94

→
ヨ
食
感

匝
皆
(
壷
争
+
)
箋
幣

他
州
山
こ
八
[
早
コ
…
＋
顛
′
∽
∈

定格電流

一‾‾サイリスタの
過電流特性

--一長反限時動作域

一ヒューズ溶断特性

瞬時動作域

一過電流

電流

図4 電子式保護装置の過電;充保護に対する守備範囲 電子式保

護装置により,電流異常時ヒューズを溶断することなLに過電流から短絡電う充

域までを保護することができる｡

Fig.4 P｢otectjon and Coordinationof Thyristor Conversion

Using Eleotronic Protection Relay

に加えて,

(4)乎形サイリスタの採用による単位キユーピクルあたりの

サイリスタ容量の人帖な向上

(5)補助リレー類のプラグイン化

(6)シミュレータ装置によるチェックの簡易化とMDTの向

_Lなどであり,直流電動機の広範囲な速度利子卸を行なうこと
を臼的とし標準化されたものである｡

その応用範岡も,高精度,高信頼性が要求される圧延機用直

流う･起動機の制御ふら,メインテナンスフり【を特に要求され

る一一般産業用の直流電動機の制御まで多方面にわたってし､る｡

4.1 基本回路

基本1日柑各は図5に示すとおりである｡この回路は実装的に

次の川つの部分から構成されている｡

(a)サイリスタ郎 (b)IC制御部 (c)補助リレー部

(d)主凹路および保.穫装置

今回の開発･標準化のポイントを列記すると次のとおりとなる｡

(1)サイリスタ容量の人幅な向上

従来サイリスタ容量の向上を行なう際には,サイリスタの

並列素子数をふやす÷とで対処してきた｡素子数をふやすこ

とは,素子はもちろんのこと,付属するヒューズ,ゲート回

路およぴアブソーバなどが大幅に増加する｡またサイリスタ

の電i充バランスなどの問題が発生するため,装置が大形化す

る欠点を有していた｡

今回､この点を解消するために,並列素子数が2個以上の

場でナは,入谷量平形サイリスタを採用することにより大幅に

並列素了▲数をi成少し,装置の小形化を一字lった｡

サイリスタの接続方法として,装置の小形化,部品点数の
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図5 山HルECTOL”基本回路図

ックから構成されている｡

接点回路

サイリスタ,lC制御回琵各,補助リレーおよび主回琵各の四つのプロ

Fi9.5 Standard Cjrc山t of"HILECTO+”

i成少など多くの特上ミを持つ逆並列を1スタlソクとする‾方式を

/トL叫もj采用した｡

(2)IC部のMDT(乃向卜

IC部は+j㌧本的には実績のある従火の方Jじが拭附されてし､

るが,二れに加えてアナログ川路の一対蜜実のしやすさと化守件

の向上を目的としたシミュレータ装置をオプション機仙とL

て設け,MDTの知縮を図った｡

(3)袖肋リレー跳のプラグイン化

補肋リ レーには,弱電川りレーから強電川大一丁に力接触器きへ

のパワm叶州t与およびその逆のものならぴに逆転操作用リ レー

や,l肘祐検亡Ilリレーなどの中間的なリ レー柑で,動作朔(ひん)

蛙の多いもの,高信頼性を要求されるものなどがある｡Lか

L,リ レーであるため寿命や慶.嘆(じんあい)などによる接触

不良が避けられず,二れか袋帯のMTBFをイ氏下させる原田

の一一つとなっていた｡また,放ド茹‖寺の‾交模作業の煩雑さによ

るMDTのテ監化を伴っていたしつ

今川,この欠ノ∴丁二をなくすため密閉カバM付プラグイン形補

助り レⅥを採用し,MTB FおよぴMDTの向_卜を上ニメ1った‥

4.2 制御方式

基本的には,マイナループにAC Rを持つ速度制御および

電圧音別御方式が才采用されている｡

その特長は,

(1)マイナACRによる高んむ答速度制御か■Jr能である｡

(2)高性能電流制限特性により,サイリスタおよび電動機グ‾)

促成協テ弼が非常にすぐれている｡

(3)調幣個所の減少により,保守および調整さが容易である｡

(4)少品椎･多用途バッケ【ジによる二戸備品数の人帖減少

などである｡

この制御方式に椎々のオプション装苗を付加することによ

り,広範囲な応用が叶能となる｡)

_⊥こ

SOURCE

AVR

__+
DC220V

4.3 キユーピクルの構成

寸借伐とLては,サイリスタ,IC,補肋リ レーおよび‾i_三川絡

のプ去本上口ほ各別にユニット化され,盤太一｢tiにはメインテナンス

椚の.汁音詩,放Ⅰ祥表ホ器および逆転北態を表ホする表示灯れi_貨

けられている｡匡16は ■■HILECTOLい の外観をホすもグ)で

あるじ

今IL-り,従来と比較Lて改良された部分は,似守件のl叶卜に巾

ノ∴(をおいて盤の桃成を考‾慮Lたことで,その_-iミ柴山を列.‾言上す

ると,

(1)サイリスタをスタック化して交換作業を谷易にLた｡､

(2)ト川路および外敵巧己線点検スぺ--スの拡大を｢文トた｡

ーーー､㌦･+叫

‾≠--ゝ叫一､-､､､

図6 新"HILECTO+''の外観 サイリスタ,主回路回り,アナログ制

御回路,補助リレーが一式内蔵されている｡表面ドアには監視制御用メータ,

ランプ,スイッチが集中配置されている｡

Fig.6 ControIEnclosure of"HILECTOL”
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4.4 適 用

"HILECTOL''は,その川途に応じてシリー一ズ化がなされ

ている｡各シリーズの適柑共準は,図7にホすとおりである.っ

ん仁用範岡は従来と同様,直流電動機の制御仝1陀にわたって

おり,高イ二束則生,高精度制御装置として適用することができ

るよう考癒されている｡)

その二,一二の応朋例をホすと.火のとおりである｡

(1)拝延慌用直流電動機の制御

(2)抄紙機用直流′電動機の制御

(3)プロセッシングライン川直流電動機の制御

(4)一一般産業用直流電動機の制御

日｢アサイクロール1000+

一触産業別サイリスタレオナード装置は,従来｢アサイク

ロール+とLて,数多く他用きれてきたが､きらに恍械設備

の連動逆転に適するようにするなど,オプション内谷が豊富

な｢アサイクロール1000+を開発した｡

そのおもな特f主と一して,

(1)従来の容量150kWを450kWまで拡大した｡

(2)IC化パッケージおよぴユニット化により配線の持仏～‾7.点

数を少な〈するなど,高イ主i頼性を確保Lた｡

(3)盤の柿成は,聖三吉な制御オプションを容易に追加できる

ようにし,九じ用機柿の多様化を回った｡

(4)指令装置を設けることにより,好H軌時の過檀的な問題を

対策Lた｡

(5)電動機の絶縁クラスをF梓にし,いっそうコンパクト化

を阿った｡

(6)電動機の塩度異′】甘を､電動機内に取り付けた感i皿素子で

直接検知し,快勝するようにLた｡

(7)速度検｢十1器には交流小形発記憶(ACPG)を使朋し,ブ

蜘

1-･

ま耐L万転也淫

■
⊥
▼
▼

度頻壊切

向万両

ま

l(高い)

切換時間は

l
八HルECTOL”

項目

電 源 相 数

サイリスタの構成

お も な 用 途
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ランの交換を†こ安にLた.､

などがあげ⊥二)れるr〕

5.】基本回路

特に需要の多い30～185kWまでは,_川l仝波幣流半波制御

(i比′ナブリッジ)である｡[叶路部は,屯源部分,サイリスタ

部分,アナログ川路部分,リレー部分およぴ1=E動機部分から

1満城されている｡その北本川路構成は図8にホすとおりであ

る｡

5.2 制御方式

Il-り路は屯統制11上回路付適性一一定制御で標準化Lているが,

牛･1主にプレスなどのように′i電動機の軒下柑′性を持たせたし､とき

は1屯Jf制御方式を探梢L,機械の持つ特惟に†ナわせて制御川

路を偶成Lている｡また血流う盲動機の速度を可変させるため

には,ノi‾E動機の尼磯子花圧を変えて変速する左トルク村仲と,

界磁電流を湘幣Lて変速する荘川力柑性を有Lているが,

j犯rl(Jには押川梓覧,製紙磯,プレスなど三三トルク柑′件で仙川さ

れるものが多い｡｢アサイクロール1000+も標準とLては走ト

ルク柑性である｡代表的な定rH力持件を必要とするものには

巻批ヰ幾があげJ)れるが,製品の椎類によっては走トルク柑件

を有する機械に対L,定flりJ粋件の尼動機を使用する場ナナも

ある｡｢アサイクロール1000+は走出力特性の回路構成をオプ

ションとし容易に変更できるようユニット化している｡定ト

ルク三けヤトと完三出力三拝性を【判示すれば図9のようになる｡

アサイクロール1000グ)保推方J(は図8の｢自1路に示きれてい

る｡機器詩の破才貝によって†卜ずる迎電i充現象はFFB(ヒュー

ズフリープレーカ)およぴEF(ヒューズ)によって保.推さ

れる｡操作,負荷Jiよ`ぴh粥各_卜から生ずる過負荷とか電動機

のブ.1.‡.性_卜外の現象はアナログ回路にてサイリスタのゲートサ

プレスが行なわれるか,またはサーマルリ レーを動作させる

ことにより逆転を件1卜させている｡その他界耳滋そう実(40)

(一方向)

(低い)

(50ms程度なら問題に

｢
ならない)

容量は

界磁切換は

I(行なわない)

容量は

(15kW以上)

(行なう)

(15kW以下)

(非常に問題になる)I‥5kW以上プ5kW以下)
H一一一1 H一▲一"2

三 相

逆 並 列

熱問および冷間圧延機用

王ロ･-ル

三 相

逆 並 列

熟間圧延機用補機

テーブル類

圧下 庄下

H-3

三 相

阜 変 換

冷間圧延機用補機

各種搬送コンベヤ類

H- 4

単 相

逆 並 列

精整

フッシヤ

昇降スキッド

図7"HルECTOL”シリーズを選択するためのフローチャート 負荷の運転条件を考慮すれば,

用途に最適の機才重がおのずと決まる｡

Fig.7 F10W-Cha｢t for Selection of`■HルECTOL”
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容量は

(15kW以下)

(15kW以上)

H-Il

三 相

卓 変 換

精整
矯(きょう)正機

H川▼-12

単 相

単 変 換

楕整

矯正機
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井

72×

巳
運転表示

Wし 電源

交流入力電源

淵
注4

ACL

FFB

＋15V

サイリスタ制御盤

♯

TR

L+
注3

♯AP

(APPS)
SR

lMC

サージ

吸収器

CT

SR SR

40
Ⅱ:
L+

SR

サージ

吸収器

巌｢l
+

DCM

CT

THY

49

三相
食油

整流

電流

検出

瞬時過電流検出

LOGIC

ケート･サプレス

APPS

♯AP

EF

P.T.D.

lMM

図8 ｢アサイクロール1000+基本回路図

び制御回路がすべて収納されている｡

PG

SR

MP3

72× ＋15V

0-････････

起動指令

AMP】
(
∝
0
ノ
こ

定
置
掘
い
紺
地

定速度制御(ASR)

直読電d

潜
｢
レ
ハ
;
-
し
ピ

｢アサイクロール+のサイリスタ制御寒には,整フ充電源およ

Fig.8 Standard Circuit o†"ACYCLOL-1000''

電圧制御

(標準仕様)

P

n.

-R
ヨヨ

ト｢

へ

..ゝ

一+`

安
心⇒

界磁制御

(オプション)

基底速度 几′占

回転速度

(a)出力

電圧制御

(標準仕様)

界磁制御

(オプション)

〃m∈王X

基底速度八√ん 八州ax

回転速度

rb)トルク

図9 回転速度と出力,トルクの関係 ｢ァサイクロール+は主トルク

特性を持つが,オプション機能として走出力特性を付加することもできる｡

Fig･9 Relatio=betwee=RevoIutio=a=d Power,Torque

[川

-哩

注:

1.FFB= ヒューズフリーしゃ断器
`

ACL=交流リアクトル
C T=変 流 器

S Rニシリコン整流器

THY=サイリスタ

DCM=直流電動機
P G=交流速度検出発電機

Pl-.D.=感 温 素 子

49ニ温度継電器

LOGIC=ゲートサプレス用論理素子

APPS=自動パルス移相器

AMP=1C増幅器
72X ニ運転用補助リレー
F R=界磁抵抗器

40=界磁継電器
T R=変 圧 器

W+=白色ランプ
R L=赤色ランプ

IMC=サイリスタ冷却ファン電動機

IMM=DCM冷却フアン電動機
E F=ハイラップヒューズ

2､媒印は単品納入品を示す｡

3.400′/′440V50佃OHz受電のときTR(変圧器)
が付き盤内に収納される｡

4.サイリスタ装置を2台以上同一電源から
駆動する場合には干渉防止用とLて交流

リアクトルが必要｡

やサージに対する保.稚により,総ナナ的な保.推協調が取J〕れて

いる｡｢アサイクロール+グ)川路_1二で特記すべきことは,

(1)保守の脊妨さに重点を置き,主接触器および過う註流りレ

【をなく し,二のl口ほ各の制御を無接触の論理素-jて一で行なって

いる点である｡う五割機の仔_l】二,過負荷時およぴi左しJ空異′.榊特に

は,‾トサイリスタにゲ【トサプレスをかけることにより1サ

イクルでのゲートLや断を行なっている｡その結果､士サイ

リスタグ)アーム■加給および負荷知絡などの不測の草根グ〕場fナ

でもゲートサプレスにより,他に‾乍放が波ノ女Lない｡図10は

ゲートサプレスの動作をホすオシログラムである.｡

(2)一正流制限川路には特殊フィルタ付のマイナACRフナJ(を

採用している｡図tlはノ古流芦別限の動作を示すオンログラムで

ある(ニノ

(3)｢アサイクロール+のア･ナログ回路部は標準バッケー【ジ化

されている｡一一部のインピーダンス誌三数の設定を讃司祭するこ

とにより,あらゆる機椎に適用することができる｡

5.3 キユーピクルの構成

標準仕様の場合,制御盤の寸法は帖700皿叫 高さ1,430m恥

奥行550mmであり､サイリスタレオナード制御盤としては最

もコンパクトになっている｡オプションを追加するときは,

別ボックスをビルディングブロック化L,全休とLて･･面に

まとめている｡

5.4 適 用

｢アサイクロール1000+の開発により,J応用範囲が広くなり､

一般産業用としては高度の技術的要求に応じられるようにな

った｡表1は適用例をホすものである｡
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電動機速度
電動梗の慣

異性による速度
l

電動機電流

電動機電圧

†
電動機の逆起電圧

t

指令 l

ゲートサブレッション

図10｢アサイクロール1000+のゲートLや断特性 ゲートサプレスによる電流をLや断する｡

Fig.10 Gate Suppression Characteristjcs of``ACYCLOL-1000”

定格速度

電動機速度

電動機電流
電流制限

負荷電流

電動機電圧

定格電圧
l

i

指令
速度指令

図Il｢アサイクロール1000+の加速特性 マイナACRの電流制限効果により,なめらかに加速する｡

Fig.11Acceleratir唱Characteristics of"ACYCLO+-1000”

表l｢アサイクロール 川00+の適用例 ｢ァサイクロール+は,▼艦

産業用の直〉充電動機を速度制御するために広く適用できる｡

Tablel AppllCations o†``ACYCLOし-1000丁'

産 業 区 分 適 用 例

ゴム･プラスチック工業 押出機,カレンダ,中空成形機,ラミネ一夕

製 紙 工 業
抄紙機(ラインシャフト式,ヤンキー式),カレンダ,

リワインダ,段ボール製造機,ラミネ一夕

製 線 工 業 巻取機,伸線機,撚線機

製 鉄 工 業

プロセッシングライン,鋼板巻取機,パイプミル,

コンペヤ,テーブル馬区動,遠心鋳造機,鋼管引抜機,

電縫管ミル,スパイラルチューブ製造機,ビレット

グラインダ

エ 作 機 械 プレス,ターニング,ポール盤,深穴専用機

徽 維 工 業 徽維仕上機械,精紡機

印 刷 工 業 輪転機

木 工 機 械 工 業 ロータリレース,ベニヤスライサ,合板製造プ陵

そ の 他

ポンプ,フロワ,コンプレッサ,キルン･コンクリ

一トパイル,コンクリートヒューム管,グラインダ,

かくはん機,研摩機,その他

9S

田 結 言

サイリスタレオナ【ド方J℃の展望と新技術について述べ,

標準化された制御装置であるi､HILECTOL''と｢アサイクロ

ーーーール+ンリー-ズを紹介した｡

大谷量･由作能のサイリスタレオナード装置に関しては､

音別創業置のアセンブルの‾方法が′卜形機と其なるが,前述した

新技術を駆仙Lて,高性能化を閉りさらに信頼作が烏く保全

件の良いシステムとしてまとめられている｡

なお,直流1註動機の新Lい制御法であるサイリスタチョ･･ノ

バ方式について言及する紙血がなかったが,これはすでに地

下鉄などで実用化されており,ノト後,電ちも自動車などの交通

システム,プロセソシンブラインなどの-一一般産業用にもその

適用か検討されている｡
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